
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 ２３年 ５月 １２日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：１４３０１ 

研究種目：基盤研究（Ａ） 

研究期間：2008～2012 

課題番号：２０２４３０３５ 

研究課題名（和文）長期記憶の多様性と再構成を担う機能的神経回路の解析  

                     

研究課題名（英文）Analysis of functional neuron circuits underlying variability and 

reconstruction of long-term memory  

研究代表者  

櫻井 芳雄（SAKURAI YOSHIO） 

京都大学・大学院文学研究科・教授 

研究者番号：６０１５３９６２ 

研究分野：神経科学 
科研費の分科・細目：心理学・実験心理学 
キーワード：長期記憶 神経回路 ニューロン 
 
１．研究計画の概要 
 長期記憶の形成と保持に関する認知心理
学的研究は、人間を対象とした多くの実験か
ら、記憶情報が多様で重複したネットワーク
として形成され、それが新たな記憶の形成に
伴いさらに変化し再構成されることを示し
てきた。またそのような情報ネットワークの
多様性と再構成が、無限ともいわれる長期記
憶の容量、記憶情報の変容、新たな情報の生
成、などを可能にしていると唱えてきた。 
 しかし、そのように柔軟な長期記憶の形成
と保持を担っている神経回路網の実態は、ま
だわかっていない。特に、実際に長期記憶を
形成し処理している脳を対象として解析し
た実験研究は、ほとんどない。脳内には実際
に記憶情報のネットワークに対応するよう
な機能的神経回路が存在し活動しているの
であろうか？ また、そのような機能的神経
回路は、形成する記憶情報の違いに応じどの
ように形成され変化するのであろうか？ 
さらには、そのように形成された機能的神経
回路は、新たな長期記憶の形成に伴いどのよ
うに再構成され、その活動や構造を変化させ
るのであろうか？  
 本研究は、これまで認知心理学や情報科学
が示してきた長期記憶の形成と保持に関す
るモデル、すなわち、多様で重複した情報ネ
ットワークの形成や、新たな記憶形成に伴う
情報ネットワークの再構成を、実際の機能的
神経回路の活動として検出することを目指
す。それは、独自の電気生理学的記録法とデ
ータ解析法を駆使することで、かつて心理学
者 D.O.Hebb が唱えた機能的神経回路（セ
ル・アセンブリ）を実証することでもある。
同時に本研究は、セル・アセンブリの単なる
実証にとどまらず、記憶情報に対応し柔軟に

活動するセル・アセンブリの実態を実験的に
明らかにすることで、既存の認知心理学・情
報科学的モデルに新たな神経科学的知見を
提供することも目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) すでに開発した遅延条件性音−位置連合記憶

課題をさらに改良した。具体的な方法は以下のと

おりである。 
① ラットが中央の穴へノーズポークすることに

より試行が開始し、1 秒間その反応をホールドす

ると 10 kHz もしくは 1 kHz の音が 1 秒間呈示

された。 
② 音の呈示後に 1 秒間の遅延期間をはさんだ後

の反応期間において、10 kHz の音が呈示された

時は右の穴へ反応することにより報酬が与えら

れ、1kHz の音が呈示された時は左の穴へ反応す

ることにより報酬が与えられた。 
③ この課題の訓練に先立ち、運動発現や刺激提示

に対するニューロンの応答を検出するため、運

動発現課題と刺激弁別課題を学習させる手続き

を確定した。  
(1) マルチニューロン活動を記録するシステムに

ついては、昨年度開発した多数ニューロン活動の

同時記録システムをさらに改良した。具体的には

以下のとおりである。 
① 長期間記録の方法を確立するため、単一ニュー

ロン活動に分離したスパイク波形の類似性およ

び日ごとのスパイク波形の変化を追跡した。 
② マイクロドライブの電極装着箇所を海馬と前

頭前野など離れた複数箇所に分岐させることに

より、異なる部位から多数ニューロンを同時記

録し相互作用を解析した。 
(3) 記録したマルチニューロン活動の解析につい

ては、昨年度に引き続き、解析システムのハード

ウエアとソフトウエアを共に改良した。具体的に



は以下のとおりである。 
① 記録したマルチニューロン活動を個々のニュ

ーロン活動にリアルタイムで正確に分離するプ

ログラムのアルゴリズムを改良し、さらに高性

能コンピュータの導入によりその精度と処理速

度を上げた。 
② ニューロン集団を構成するための機能的シナ

プス結合とその変化については、相互相関解析

以外に、多数のニューロン間の機能的結合をそ

のまま視覚化し、機能的神経回路の動作を一気

に表す方法について検討した。    
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
 本研究の目的に適した動物用の長期記憶
課題を最終的に設定することが出来た。また、
長期間にわたり多数のニューロン活動を安
定して記録する方法も確立し、解析方法もい
くつか確定しつつある。データも取り始めて
おり、全体に当初の計画どおりに進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 現在の進め方で問題なく、技術的にも満足
できる状態であるため、このまま当初の計画
どおり推進する予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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